
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
中
で
、
大
字
や

自
治
会
の
果
た
す
役
割
の
重

要
性
に
つ
い
て
講
演
会
等
を

実
施
す
る
予
算
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

特
別
整
備
事
業
費
約
３
６
３

万
円
の
内
訳
は
。

赤
沼
集
落
セ
ン
タ
ー
、

大
橋
集
会
場
、
下
熊
井
公
会

堂
の
改
修
工
事
に
そ
れ
ぞ
れ

約
53
万
円
、
47
万
円
、
２
６

３
万
円
補
助
金
を
交
付
。

〈
協
働
戦
略
チ
ー
ム
〉

総
合
計
画
協
働
戦
略
事

業
推
進
委
員
報
償
費
25
万
円

と
あ
る
が
、
委
員
の
具
体
的

職
務
は
。

国
の
制
度
活
用
も
視
野

に
入
れ
、
目
的
を
絞
っ
た
協

働
戦
略
チ
ー
ム
を
設
置
し
た

い
と
考
え
計
上
し
た
。

〈
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
〉

支
え
合
い
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
委
託
料
の
内
訳
は
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ふ
く
し

プ
ラ
ザ
の
運
営
費
で
人
件
費
、

事
務
費
、
事
業
費
を
合
計
し

て
８
０
７
万
７
０
０
０
円
。

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

報
酬
14
万
４
０
０
０
円
と
は
。

民
生
委
員
法
に
基
づ
い

て
市
町
村
が
設
置
す
る
組
織
。

今
年
11
月
末
に
任
期
が
満
了

す
る
た
め
、
会
議
回
数
を
４

回
み
て
い
る
。

〈
学
童
保
育
〉

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
業
務
委
託
料
１
８
６
０

万
２
０
０
０
円
の
内
訳
は
。

歳
入

問
　
個
人
町
民
税
の
所
得
区

分
と
所
得
階
層
別
の
傾
向
は
。

所
得
区
分
の
中
で
一
番

多
い
給
与
所
得
は
減
、
年
金

そ
の
他
の
所
得
は
増
、
全
体

で
は
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と

見
込
ん
だ
。

階
層
別
で
は
納
税
義
務
者

が
減
少
す
る
中
で
、
課
税
標

準
額
２
０
０
万
円
以
下
の
階

層
は
前
年
並
み
、
２
０
０
万

円
を
超
え
る
各
階
層
は
減
少

と
見
込
ん
だ
。

歳
出

〈
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〉

自
治
会
作
り
に
つ
い
て

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
。

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
が
２
月
28
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
の
15
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
町
の
条
例
に
関
す
る
も
の
13
件
、
埼
玉
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
に
関
す
る
も
の
２
件
、
毛
呂
山

町
・
越
生
町
・
鳩
山
町
障
害
程
度
区
分
判
定
等
審
査
会
の
規
約
変
更
に
関
す
る
も

の
１
件
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
も
の
７
件
、

平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
予
算
に
関
す
る
も
の
８
件
、

人
事
に
関
す
る
も
の
２
件
で
し
た
。

追
加
議
案
と
し
て
、
再
度
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
審
議
さ
れ
た
議
案
は
34
件
と
な
り
、
す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
請
願
が
１
件
提
出
さ
れ
全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

第1回定例会

新沼窯跡から出土した国分寺瓦

２はとやま議会だよりNo.120

一
般
会
計
予
算

問

問

問

答 問

問

答 答

答問答

問答



迚
反
対
討
論
迥

学
童
保
育
お
し
ゃ
も
じ

山
ク
ラ
ブ
が
９
７
９
万
３
０

０
０
円
、
学
童
保
育
室
銀
河

鉄
道
　
が
８
８
０
万
９
０
０

０
円
。

〈
太
陽
光
発
電
設
置
〉

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
事
業
２
１
０
万

円
の
内
容
は
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
た
個
人
を
対
象
に

補
助
す
る
も
の
で
、
１
件
に

つ
き
上
限
を
７
万
円
と
し
、

30
件
分
の
予
算
。

〈
水
辺
環
境
調
査
〉

水
辺
環
境
調
査
業
務
委

託
料
３
８
９
万
６
０
０
０
円

の
内
容
は
。

越
辺
川
の
河
川
敷
を
国

か
ら
占
用
し
て
親
水
公
園
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
そ

の
地
域
の
水
辺
環
境
を
調
査

す
る
も
の
。

〈
つ
つ
じ
祭
り
〉

商
工
会
へ
の
補
助
金
で

お
し
ゃ
も
じ
山
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
事
業
30
万
円
と
は
。

つ
つ
じ
祭
り
の
時
、
ち

ょ
う
ち
ん
を
飾
る
支
柱
を
立

て
る
基
礎
の
設
置
費
用
。

〈
発
掘
調
査
補
助
〉

事
業
用
地
埋
蔵
文
化
財

調
査
費
５
０
０
万
４
０
０
０

’90

円
の
計
上
根
拠
と
積
算
は
。

㈱
良
品
計
画
が
奥
田
の

事
業
用
地
の
発
掘
調
査
を
行

う
。
こ
の
た
め
の
補
助
金
と

し
て
費
用
の
約
半
分
を
計
上
。

〈
文
化
財
保
存
活
用
〉

埋
蔵
文
化
財
保
存
活
用

施
設
改
修
経
費
４
６
３
０
万

円
は
、
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の

改
修
と
聞
い
て
い
る
が
内
容

は
。

旧
第
１
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
を
改
造
し
、
文
化
財
保

存
活
用
施
設
と
し
た
い
。
設

計
費
に
６
０
０
万
円
、
工
事

費
に
４
０
０
０
万
円
計
上
。

平
成
25
年
度
は
、
耐
震
補

強
工
事
を
含
む
躯
体
部
分
の

改
修
ま
で
と
し
、
26
年
度
に

内
装
・
設
備
工
事
等
を
完
了

し
、
オ
ー
プ
ン
し
た
い
。
保

存
も
す
る
が
常
設
的
な
展
示

で
な
く
、
臨
時
的
な
活
用
も

考
え
て
い
る
。

文
化
財
保
護
費
の
１
０

０
０
万
円
、
ど
ん
な
仕
事
を

何
人
で
、
ど
ん
な
形
で
す
る

の
か
。文

化
財
調
査
補
助
員
賃

金
約
３
７
５
万
円
は
国
庫
補

助
事
業
と
し
て
行
う
試
掘
調

査
、
遺
跡
整
理
、
報
告
書
作

成
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
調

査
、
整
理
の
補
助
員
と
し
て

延
べ
７
３
５
人
分
の
賃
金
、

町
史
専
門
員
賃
金
は
延
べ
36

人
分
、
町
史
調
査
補
佐
員
賃

金
は
、
１
４
４
日
分
み
て
い

る
。
文
化
財
専
門
員
は
１
人

の
方
に
１
年
間
、
文
化
財
専

門
補
佐
員
は
１
人
の
方
に
約

１
年
間
お
願
い
す
る
賃
金
で

あ
る
。埋

蔵
文
化
財
調
査
支
援

業
務
委
託
料
９
６
２
万
円
の

仕
事
内
容
は
。

新
沼
窯
跡
や
石
田
遺
跡

の
分
析
調
査
や
書
類
作
成
で
、

文
化
財
専
門
の
業
者
に
委
託

す
る
も
の
。
27
年
度
国
指
定

史
跡
に
向
け
て
計
上
。

区
長
等
の
報
酬
を
廃
止
し

て
自
治
協
力
金
に
入
れ
る
べ

き
。
障
が
い
者
福
祉
計
画
は

障
が
い
者
自
身
等
の
要
望
に

よ
り
計
画
策
定
を
早
急
に
や

る
べ
き
。

埼
玉
県
町
村
情
報
シ
ス
テ

ム
共
同
化
推
進
協
議
会
な
ど

か
ら
脱
会
す
べ
き
で
あ
る
。

安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を

強
く
望
ん
で
反
対
す
る
。

（
根
岸
）

３ はとやま議会だよりNo.120

歳入 歳出 

鳩山町の財政を 
家計簿にしました。 

平成25年度一般会計予算 

43億1700万円 
平成25年度一般会計予算 

43億1700万円 

基本給（町税） 
16億4267万円 
　　　  38.1%

生活費 
（補助費・物件費等） 
14億3173万円 
33.2%

食費食費（人件費人件費） 
1111億991991万円 
25.7%25.7%

子供子供への仕送仕送り 
（繰出金） 
6億27902790万円 
14.5%14.5%

食費（人件費） 
11億991万円 
25.7%

子供への仕送り 
（繰出金） 
6億2790万円 
14.5%

ローン返済（公債費） 
3億4146万円 
7.9%

医療費・健康保険料 
（扶助費） 
5億5969万円 
13.0%

家等の修理費 
（普通建設事業費） 

2億1254万円 
4.9%

出資金・積立金等（その他） 
3375万円 
0.8%

諸手当諸手当 
（地方交付税地方交付税や交付金交付金） 
1414億370370万円　32.5%32.5%

諸手当 
（地方交付税や交付金） 
14億370万円　32.5%

住宅住宅ローンの借金借金 
（町債町債） 
4億33803380万円 
10.1%10.1%

住宅ローンの借金 
（町債） 
4億3380万円 
10.1%

親からの援助 
（国県支出金） 
5億1486万円 
11.9%

預金取りくずし 
（繰入金） 
1億1605万円 
2.7%

その他 
（使用料、財産収入等） 
2億590万円 
4.8%

問問 問

問

答答

答 答答

問答

答 答問

問



低
所
得
者
に
対
し
て
、

鳩
山
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と

思
う
が
。

第
６
期
に
向
け
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し

て
、
検
討
す
る
。

介
護
保
険
料
の
保
険
料
設

定
に
つ
い
て
、
１
年
度
で
５

８
０
０
円
の
乖か

い

離り

が
生
じ
て

い
る
。
ま
た
、
生
活
援
助
の

時
間
短
縮
な
ど
、
利
用
し
に

く
い
面
も
あ
る
。
計
画
の
見

直
し
や
、
保
険
料
設
定
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。

（
根
岸
）

県
内
で
高
齢
化
率
が
４
番

か
５
番
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

介
護
保
険
料
は
県
内
の
平
均

値
で
あ
る
。
ま
た
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
の
満
足
度
調

査
結
果
が
高
い
水
準
で
推
移

し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
適
正

な
予
算
編
成
で
あ
る
。

（
稲
垣
）

迚
反
対
討
論
迥

迚
反
対
討
論
迥

迚
反
対
討
論
迥

給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
対
策
は
。

検
討
委
員
会
を
設
け
て

25
年
度
中
に
結
論
を
出
し
た

い
。

埼
玉
県
広
域
連
合
の
基

金
残
高
は
潤
沢

じ
ゅ
ん
た
く

だ
が
、
基
金

残
高
は
。

約
１
３
１
億
円
。

基
金
が
多
額
に
あ
る
の
だ

か
ら
、
保
険
料
を
払
え
な
い

高
齢
者
の
た
め
に
も
、
保
険

料
水
準
を
見
直
す
べ
き
。

（
根
岸
）

今
年
度
は
介
護
給
付
費

準
備
基
金
繰
入
金
を
繰
り
入

れ
な
い
予
算
だ
が
、
な
ぜ
か
。

第
１
号
保
険
者
の
保
険

料
で
保
険
給
付
費
が
賄
え
る

た
め
。

公
契
約
条
例
の

制
定
を
求
め
る
請
願

（
要
旨
）

労
働
者
の
雇
用
と
賃
金
、

労
働
条
件
の
適
正
を
図
る
た

め
、
公
契
約
条
例
の
制
定
を

要
望
す
る
。

本
会
議
審
議
結
果

『
全
会
一
致
で
採
択
』

公
契
約
条
例
と
は

地
方
自
治
体
の
条
例
で

あ
り
、
公
共
事
業
の
現
場

で
働
く
全
て
の
労
働
者
に

対
し
て
、
職
種
別
に
（
熟

練
労
働
者
を
基
準
と
し

た
）
賃
金
の
最
低
基
準
額

を
条
例
に
よ
り
保
障
す
る

と
い
う
考
え
方
で
す
。

４はとやま議会だよりNo.120

特
別
職
等
報
酬
審
議
会

が
開
か
れ
て
決
め
た
よ
う
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
審
議
を
し

た
の
か
。

町
民
の
多
く
が
納
得
し

得
る
客
観
的
な
根
拠
に
基
づ

い
て
結
論
を
導
き
出
す
た
め
、

一
般
職
の
給
与
改
定
の
ほ
か
、

近
隣
団
体
の
特
別
職
の
給
与

水
準
や
人
口
規
模
、
財
政
状

況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て

審
議
。
町
長
は
2.5
パ
ー
セ
ン

ト
、
副
町
長
0.5
パ
ー
セ
ン
ト
、

教
育
長
1.5
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

額
が
適
当
と
意
見
が
出
た
。

最
終
的
に
各
委
員
の
意
見
が

集
約
さ
れ
、
答
申
と
意
見
を

い
た
だ
い
た
。

特
別
職
、
町
長
等
の
給
料

削
減
は
、
一
般
の
職
員
の
給

料
に
影
響
す
る
。
デ
フ
レ
か

ら
回
復
し
て
い
な
い
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
な
ら

な
い
。

（
根
岸
）

賛
成
、
反
対
同
数
の
た
め
、

地
方
自
治
法
第
１
１
６
条
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議

長
が
決
す
る
。
議
長
裁
決
に

よ
り
、
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
が
、
３

町
で
独
自
施
策
の
追
加
等
は

あ
る
か
。

な
い
。

応
益
負
担
の
仕
組
み
は
変

わ
ら
ず
、
障
害
程
度
区
分
認

定
制
度
も
改
善
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
総
合
福
祉
部
会

の
骨
格
提
言
を
反
映
し
て
い

な
い
。

（
根
岸
）

保
育
料
５
１
１
万
円
の

追
加
の
理
由
は
。

園
児
の
保
護
者
の
所
得

が
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
。

幼
稚
園
就
園
奨
励
金
１

３
０
万
円
の
減
額
の
理
由
は
。

私
立
幼
稚
園
に
通
う
児

童
が
減
っ
た
こ
と
、
少
子
化
、

幼
稚
園
か
ら
保
育
園
に
流
れ

た
こ
と
が
原
因
。

介
護
、
特
例
介
護
等
給

付
費
１
７
０
７
万
円
追
加
の

理
由
は
。

全
体
的
に
利
用
者
が
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